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By-Law 1: Rules
(Parts one to �ve inclusive)
Valid from 1 February 2004. Cancels all previ-
ous rules and interpretations.

レー ザ ー クラ スルー ル
(第 1章 �第 5章の 構成)
2004年 2月 1日発効。 以前の クラ スルー ルと
解 釈は す べ て 無効と す る 。

HISTORY: The following rules have been
amended since 1 January 2001:

履歴: 2001年 1月 1日以降、 次の クラ スルー
ルが 変更さ れ た。

1 October 2001: Rule 3 �Control Lines and
Fittings� was completely rewritten to allow
a limited number of extra blocks to replace
loops in the boom vang, cunningham and
outhaul and to allow the outhaul to be led
to the deck. Replacement �builder� sup-
plied �ttings are allowed for the cunning-
ham deck fairlead and cunningham cleat
to which blocks and cam cleats can be at-
tached. Other rules have been renumbered
and amended to re�ect these changes. In
view of the reduced friction in the new con-
trol line systems a mandatory mast retain-
ing line is now required (rule 3(b)xi). For in-
creased security an optional hole in the top
rudder pintle may be drilled to take a pin or
clip (rule 15(h)). A spring or ball is permit-
ted between the traveller blocks (rule 3(h)ii).
The Advertising rule 10 has been updated to
re�ect the 2001 changes in the Racing Rules
of Sailing.

2001年10月1日: クラ スルー ル3「 コン ト ロ ー
ルラ イン と 艤装品」 が 全面的に 書き な お さ れ 、

ブ ー ム バ ン グ、 カ ニ ン ガム 、 アウ ト ホ ー ルで

ロ ー プの ルー プの か わ り に ブ ロ ッ クを個数制

限つ き で 使用し たり 、 アウ ト ホ ー ルをデ ッ キ

に リ ー ド す る こ と が 認め られ た。 カ ニ ン ガム

フ ェ アリ ー ド と カ ニ ン ガム クラ ム クリ ー ト を、

ブ ロ ッ クや カ ム クリ ー ト を取り つ け た「 ビ ル

ダ ー 供給」 艤装品に 交換す る こ と が 認め られ

た。 他の クラ スルー ルも 、 こ れ らの 変更を反

映す る よ う 改 番・ 修正さ れ た。 新し い コン ト

ロ ー ルラ イン シ ステ ム は 摩擦が 小さ く な っ た

ため 、 マ スト 流れ 止め ロ ー プの 装備が 全艇に

義務化 さ れ た (クラ スルー ル 3(b)xi)。 ラ ダ ー を
流失し な い よ う 、 上側の ラ ダ ー ピ ン ト ルに 穴

をあ け て ピ ン や クリ ッ プを差し て も よ く な っ

た (クラ スルー ル 15(h))。 ト ラ ベ ラ ー ブ ロ ッ ク
の 間に スプリ ン グや ボ ー ルをは め る こ と が 認

め られ た (クラ スルー ル 3(h)ii)。 クラ スルー ル
10 の 広告規 定に 、 2001年の セ ー リ ン グ競技規
則の 変更が 反映さ れ た。

1 February 2004: Laser 4.7 sail number sizes
and spacing reduced. New rule for Laser 4.7
national letters.

2004年 2月 1日: レー ザ ー 4.7 の セ イルナ ン
バ ー の サ イズと 間隔 が 縮小さ れ た。 レー ザ ー

4.7 の 国籍文字の ルー ルが 追加 さ れ た。

INTRODUCTION は じ め に

The principle of the Laser Class Rules is that
no changes to the boat are allowed unless
they are speci�cally permitted by the class
rules. The English text of the Laser Class
Rules shall govern.

レー ザ ー クラ スルー ルの 原則は 、 クラ スルー

ルで 明示的に 認め られ たも の 以外 は 、 艇への

変更をい っ さ い 認め な い こ と で あ る 。 レー ザ ー

クラ スルー ルは 英文の も の を優先す る 。

2



PART ONE 第1章

OBJECT 目的

The Laser is a strict one-design dinghy
where the true test, when raced, is between
helmspersons and not boats and equipment.

レー ザ ー は 、 艇や 装備に 左右さ れ る こ と な く 、

ヘ ルム スマ ン の 技量そ の も の を競う レー スが

で き る 厳密な ワン デ ザ イン デ ィン ギー で あ る 。

FUNDAMENTAL RULE 基本規 則

The Laser shall be raced in accordance
with these rules, with only the hull, equip-
ment, �ttings, spars, sail and battens man-
ufactured by a licensed builder in ac-
cordance with the Laser design speci�ca-
tion (known as the Construction Manual)
which is registered with ISAF.

レー スに 出走す る レー ザ ー は 、 クラ スルー ル

に 適合し 、 か つ 、 ISAF に 登録さ れ たレー ザ ー
設計仕様書 (建造マ ニ ュアル) に し たが っ て 正
規 ビ ルダ ー が 製造し たハ ル、 装備、 艤装品、 ス

パ ー 、 セ イル、 バ テ ン を使用し て い な け れ ば

な らな い 。

No addition or alteration may be made
to the hull form, construction, equipment,
type of equipment, placing of equipment,
�ttings, type of �ttings, placing of �ttings,
spars, sail and battens as supplied by the
builder except when such an alteration or
change is speci�cally authorised by Parts 2
or 3 of these Rules.

クラ スルー ルの 第 2章ま たは 第 3章で 明示的
に 認め られ て い な い 限り 、 ハ ルの 形状、 構造、

装備、 装備の タ イプ、 装備の 位置、 艤装品、 艤

装品の タ イプ、 艤装品の 位置、 スパ ー 、 セ イ

ル、 バ テ ン に は 、 ビ ルダ ー か ら供給さ れ た状

態に 追加 や 変更をし て は な らな い 。

HULL IDENTIFICATION ハ ルの 識別

All Lasers shall have an identi�cation num-
ber moulded into the deck under the bow
eye or into the transom, which shall be ei-
ther the sail number or a unique production
number.

す べ て の レー ザ ー に は 、 バ ウ アイ下 の デ ッ キ

ま たは ト ラ ン サ ム に 、 セ イル登録番号ま たは

各 艇固有の 製造番号が 識別番号と し て 型押 し

さ れ て い る 。

Lasers with sail numbers from 148200 shall
display a unique ISAF Building Plaque that
has been purchased by the builder from the
International Laser Class Association. The
plaque shall display the sail number of the
boat issued by the International Laser Class
Association and shall be permanently �xed
in the rear of the cockpit by the builder.

セ イル登録番号が 148200以降の レー ザ ー に
は 、 ビ ルダ ー が 国際レー ザ ー クラ ス協会 か ら

購入し た、 各 艇固有の ISAF建造プラ ー クが 取
り つ け られ て い る 。 こ の プラ ー クに は 、 国際

レー ザ ー クラ ス協会 に よ り 発行さ れ た、 そ の

艇の セ イル登録番号が 表示さ れ て お り 、 ビ ル

ダ ー に よ っ て 艇の コクピ ッ ト 後面に 永久的に

固定さ れ て い る 。
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DEFINITION OF BUILDER ビ ルダ ー の 定義

A Builder is a manufacturer that has a build-
ing agreement from Bruce Kirby or Bruce
Kirby Inc. to build the Laser and has rights
to use a Laser trademark and has been ap-
proved as a Laser Builder by each of the In-
ternational Sailing Federation and the Inter-
national Laser Class Association.

ビ ルダ ー と は 、 ブ ルー ス・ カ ー ビ ー 個人ま たは

ブ ルー ス・ カ ー ビ ー 会 社と レー ザ ー の 建造協

定を結ん で レー ザ ー の 商標使用権をも ち、 国

際セ ー リ ン グ連盟 (ISAF) お よ び 国際レー ザ ー
クラ ス協会 か らレー ザ ー の ビ ルダ ー と し て 承

認さ れ た造船所をい う 。
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PART TWO 第2章

1. MEASUREMENT DIAGRAMS 1. 計測図

The measurement Diagrams are part of
these Rules.

計測図は クラ スルー ルの 一部で あ る 。

The spars, sails, battens, centreboard, rud-
der, and the placing of �ttings and equip-
ment shall conform to the Measurement Di-
agrams. The measurement tolerances are in-
tended to allow for necessary manufactur-
ing tolerances and shall not be used to alter
the design.

スパ ー 、 セ イル、 バ テ ン 、 セ ン タ ー ボ ー ド 、 ラ

ダ ー 、 艤装品や 装備の 位置は 、 計測図に 適合

し て い な け れ ば な らな い 。 計測図の 許容範囲

は 、 あ く ま で も 製造の ため に 必要な 許容誤差

で あ り 、 決し て 改 造の ため に 利用し て は は な

らな い 。

2. MEASUREMENT 2. 計測

In the case of a dispute alleging non-
compliance with the Construction Manual,
the matter, together with any relevant infor-
mation, shall be referred to the Chief Mea-
surer of the International Laser Class Asso-
ciation at the International Of�ce who shall
give a �nal ruling in consultation with an
ISAF Technical Of�cer.

艇が 建造マ ニ ュアルに 適合し て い な い と い う

異議申し 立て が あ っ た場合に は 、 そ の 事実に す

べ て の 関連資料を添え て 、 国際レー ザ ー クラ

ス協会 の チ ー フ メ ジ ャ ラ ー へ報告し な け れ ば

な らな い �国際レー ザ ー クラ ス協会 の チ ー フ
メ ジ ャ ラ ー は 、 ISAF の テ クニ カ ルオフ ィサ ー
と 協議の う え 、 最終的な 判定をく だ す 。

In the case of a measurement dispute on the
hull, spars, sail, battens, centreboard and
rudder, rigging, type of �ttings and equip-
ment and the placing of same not explicitly
covered by these Rules, Measurement Dia-
grams and Measurement By-Laws the fol-
lowing procedure shall be adopted:�

ハ ル、 スパ ー 、 セ イル、 バ テ ン 、 セ ン タ ー ボ ー

ド 、 ラ ダ ー 、 リ ギン 、 艤装品や 装備の タ イプ

と 位置に 関す る 計測上の 問題が お こ り 、 クラ

スルー ル、 計測図、 計測付則に 明確な 規 定が

な い 場合に は 、 次の 方法で 計測を行な わ な け

れ ば な らな い 。
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A sample of 10 other boats shall be taken
and measured using identical techniques.
The dimensions of the disputed boat shall
be equal to, or between the maximum and
minimum dimensions obtained from these
10 boats. If the boat in question is outside
these dimensions the matter, together with
any relevant information, shall be referred
to the Chief Measurer of the International
Laser Class Association at the International
Of�ce, who shall give a �nal ruling. If any
of the dimensions of the sample are consid-
ered to be unusual, all relevant information
shall be referred by the Class Association to
the ISAF.

問題の 艇を除い た 10艇の サ ン プルを抽出し 、
ま っ たく 同一の 方法で 計測す る 。 問題の 艇の

計測値は 、 こ の 10艇か ら得られ た最大値ま た
は 最小値に 等し い か 、 ま たは 、 そ の 間に な け

れ ば な らな い 。 問題の 艇の 計測値が こ の 範囲

に な い 場合に は 、 そ の 事実に す べ て の 関連資

料を添え て 、 最終的な 判定をく だ す 国際レー

ザ ー クラ ス協会 の チ ー フ メ ジ ャ ラ ー に 報告し

な け れ ば な らな い 。 も し 、 サ ン プルの 計測値

に 異常が 認め られ た場合に は 、 国際レー ザ ー

クラ ス協会 は 、 関連す る す べ て の 情報を ISAF
へ報告す る 。

3. CONTROL SYSTEMS, CONTROL
LINES AND FITTINGS

3. コン ト ロ ー ルシ ステ ム 、 コン ト ロ ー ルラ イ
ン 、 お よ び 艤装品

(a) Control System De�nitions (a)コン ト ロ ー ルシ ステ ム の 定義

The Cunningham, outhaul, vang, traveller
and mainsheet are the control line systems.

カ ニ ン ガム 、 アウ ト ホ ー ル、 ブ ー ム バ ン グ、 ト

ラ ベ ラ ー 、 メ イン シ ー ト は コン ト ロ ー ルラ イ

ン シ ステ ム で あ る 。

For the purpose of the de�nitions, a Stan-
dard �tting is a �tting or block that is sup-
plied with the Laser in accordance with the
Fundamental Rule.

次に 用語を定義す る �標準艤装品と は 、「 基本
規 則」 に し たが っ て 、 レー ザ ー に 付属し て 供

給さ れ る 艤装品や ブ ロ ッ クの こ と をい う 。

�Optional� �tting is a �tting or block that
replaces or is additional to a standard �tting,
as allowed by these Rules, and may be ob-
tained from any supplier.

「 オプシ ョ ン 」 艤装品と は 、 標準艤装品と の

交換や 追加 が クラ スルー ルで 認め られ て お り 、

ど の 供給元か ら入手し て も よ い 艤装品や ブ ロ ッ

クの こ と をい う 。

�Builder Supplied� �tting replaces a stan-
dard �tting, and is supplied only by the
Builder, as allowed by these Rules.

「 ビ ルダ ー 供給」 艤装品と は 、 標準艤装品と の

交換が クラ スルー ルで 認め られ て お り 、 ビ ル

ダ ー か らの み供給さ れ る 艤装品の こ と をい う 。
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�Turning Point� is a sheave (pulley) in a
block, rope loop, rope loop reinforced with
a thimble, the outhaul fairlead, shackle,
part of a �tting, sail cringle, mast or boom
around which a moving control line passes,
except that the cunningham fairlead, the
�Optional� blocks attached to the �Builder
supplied� deck block �tting, the cunning-
ham clam cleat, the optional cam cleats
attached to the �Builder Supplied� deck
cleat base will not be counted as �Turning
Points� in (e)i. and (f)i.

「 タ ー ニ ン グポ イン ト 」 と は 、 ブ ロ ッ クの シ ー

ブ (滑車)、 ロ ー プの ルー プ、 シ ン ブ ルをは め た
ロ ー プの ルー プ、 アウ ト ホ ー ルフ ェ アリ ー ド 、

シ ャ ッ クル、 艤装品の 一部、 セ イルの クリ ン グ

ル、 マ スト や ブ ー ム への 巻き つ け の う ち、 動

く コン ト ロ ー ルラ イン が そ こ で 折り 曲げ られ

て い る も の をい う �ただ し 例外 と し て 、 クラ
スルー ル 3(e)i と 3(f)i で は 、 カ ニ ン ガム フ ェ ア
リ ー ド 、「 ビ ルダ ー 供給」 デ ッ キブ ロ ッ クベ ー

ス、 カ ニ ン ガム クラ ム クリ ー ト 、「 ビ ルダ ー 供

給」 デ ッ キクリ ー ト ベ ー スに 取り つ け た「 オ

プシ ョ ン 」 カ ム クリ ー ト は 「 タ ー ニ ン グポ イ

ン ト 」 と し て カ ウ ン ト し な い 。

(b) Control Lines and Fittings (b)コン ト ロ ー ルラ イン と 艤装品

i. Control lines shall be natural or synthetic
rope, except that aramid �bre (e.g kevlar)
is not permitted for the boom vang or cun-
ningham control systems.

i. コン ト ロ ー ルラ イン に は 天然素材や 合成素
材の ロ ー プを使用し て よ い が 、 ブ ー ム バ ン グと

カ ニ ン ガム に は アラ ミ ド 繊維 (ケブ ラ ー な ど )
を使っ て は な らな い 。

ii. Control lines shall be of uniform thick-
ness and shall not be tapered except for the
purpose of a splice within 100 mm of a dead
ending at a �tting.

ii. 艤装品への 取り つ け 端か ら 100 mm以内で
スプラ イスす る 場合を除き 、 コン ト ロ ー ルラ

イン の 直径は 均一で 、 テ ー パ ー が か か っ て い

て は な らな い 。

iii. In a control line system where more than
one control line is permitted, lines of differ-
ent diameter shall not be joined together.

iii. 2本以上の ロ ー プを使用で き る コン ト ロ ー
ルラ イン シ ステ ム で 、 直径の 異な る ロ ー プを

つ な い で 使用し て は は な らな い 。

iv. �Optional� blocks allowed in a cunning-
ham, vang or outhaul control system, shall
have a sheave diameter of minimum 15 mm
and a maximum of 30 mm.

iv. カ ニ ン ガム 、 ブ ー ム バ ン グ、 アウ ト ホ ー ル
の コン ト ロ ー ルシ ステ ム に 「 オプシ ョ ン 」 ブ

ロ ッ クを使用す る 場合、 そ の シ ー ブ の 直径は 最

小 15 mm、 最大 30 mm で な け れ ば な らな い 。

v. �Optional� blocks shall only have sin-
gle or double sheaves, and may include a
becket, a swivel and/or a shackle. Thimbles
shall not exceed 40 mm in length.

v. 「 オプシ ョ ン 」 ブ ロ ッ クは 、 シ ー ブ が 1枚ま
たは 2枚の も の で 、 ベ ケッ ト 、 スイブ ル、 シ ャ ッ
クルが そ れ ぞ れ 1個ま で つ い て い て も よ い 。 シ
ン ブ ルは 、 長さ 40 mmを超え て は な らな い 。

vi. The plastic fairleads and plastic clam
cleats may be replaced in the same posi-
tion with an identical size and shape �tting
made of metal.

vi. プラ スチ ッ ク製の フ ェ アリ ー ド や クラ ム ク
リ ー ト の か わ り に 、 同一形状・ 同一サ イズの

金属製品を同じ 位置に 取り つ け て も よ い 。

7



vii. The plastic cunningham fairlead may be
replaced with one of the same type which
has a stainless steel insert, and has the same
screw hole positions.

vii. プラ スチ ッ ク製カ ニ ン ガム フ ェ アリ ー ド
を、 ステ ン レスの 内張り つ き で 同じ 位置に ネ ジ

穴が あ る 同一タ イプの も の に 交換し て も よ い 。

viii. �Builder Supplied� Deck Fittings (Deck
Block Fitting and Deck Cleat Base)

viii. 「 ビ ルダ ー 供給」 の デ ッ キ艤装品 (デ ッ キ
ブ ロ ッ クベ ー スと デ ッ キクリ ー ト ベ ー ス)

(a) The cunningham fairlead may be re-
placed in the same position with a �Builder
Supplied� deck block �tting for attaching
two single �Optional� blocks for the deck
led cunningham and outhaul systems.

(a) カ ニ ン ガム フ ェ アリ ー ド の か わ り に 、「 ビ
ルダ ー 供給」 デ ッ キブ ロ ッ クベ ー スを同じ 位置

に 取り つ け 、 そ こ に カ ニ ン ガム と アウ ト ホ ー

ルをデ ッ キリ ー ド す る ため の 2個の 「 オプシ ョ
ン 」 シ ン グルブ ロ ッ クを取り つ け て も よ い 。

(b) The �Optional� deck blocks may be sup-
ported with a spring, ball, plastic tube or
tape.

(b) 「 オプシ ョ ン 」 デ ッ キブ ロ ッ クは 、 1個の
スプリ ン グ、 ボ ー ル、 プラ スチ ッ クチ ュー ブ 、

テ ー プで 立て て も よ い 。

(c) The cunningham clam cleat may be re-
placed in the same position with a �Builder
Supplied� deck cleat base for attaching two
�Optional� cam cleats (cunningham and
outhaul) which have �xing hole centres of
27 mm. The two cam cleats may include a
bridge and a fairlead with or without rollers
on the aft exit.

(c) カ ニ ン ガム クラ ム クリ ー ト の か わ り に 、「 ビ
ルダ ー 供給」 デ ッ キクリ ー ト ベ ー スを同じ 位置

に 取り つ け 、 そ こ に 取付穴間隔 が 27 mm の 、
2個の 「 オプシ ョ ン 」 カ ム クリ ー ト (カ ニ ン ガ
ム 用と アウ ト ホ ー ル用)を取り つ け て も よ い 。
こ の カ ム クリ ー ト に は 、 ブ リ ッ ジ や フ ェ アリ ー

ド (手も と 側に ロ ー ラ ー が つ い たも の も 可 ) が
つ い て い て も よ い 。
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(d) The cunningham fairlead, the �Builder
Supplied� deck block �tting and the �Op-
tional� blocks attached to it, the cunning-
ham clam cleat, the �Builder Supplied� deck
cleat base and the �Optional� cam cleats at-
tached to it, shall not be used for tying a con-
trol line, or as a �Turning Point�.

(d) カ ニ ン ガム フ ェ アリ ー ド 、「 ビ ルダ ー 供給」
デ ッ キブ ロ ッ クベ ー ス、 そ れ に 取り つ け た「 オ

プシ ョ ン 」 ブ ロ ッ ク、 カ ニ ン ガム クラ ム クリ ー

ト 、「 ビ ルダ ー 供給」 デ ッ キクリ ー ト ベ ー ス、 そ

れ に 取り つ け た「 オプシ ョ ン 」 カ ム クリ ー ト は 、

コン ト ロ ー ルラ イン を結び つ け たり 、「 タ ー ニ

ン グポ イン ト 」 と し て 利用し たり し て は な ら

な い 。

ix. Rope loop handles covered with plas-
tic/rubber tube and/or tape may be in-
cluded anywhere on the free end of a control
line.

ix. コン ト ロ ー ルラ イン の 手も と 側の 端に は 、
ロ ー プを輪に し たハ ン ド ルをど こ に で も 何個

で も 作っ て よ く 、 そ の ハ ン ド ルに テ ー プを巻

い たり 、 プラ スチ ッ クや ゴ ム の チ ュー ブ をか

ぶ せ たり し て も よ い 。

x. The free ends of different control lines
(except mainsheet) may be tied together
and/or tied to any deck �tting or the centre-
board, the centreboard handle or a rope loop
used to attach a retaining line. Free ends of
control lines shall not be tied to shockcord
(except mainsheet).

x. コン ト ロ ー ルラ イン (メ イン シ ー ト を除く )
の 手も と 側の 端は 、 相互に 結ん だ り 、 任意の

デ ッ キ艤装品、 セ ン タ ー ボ ー ド 、 セ ン タ ー ボ ー

ド の ハ ン ド ル、 流れ 止め 取付用の ロ ー プの 輪

に 結ん だ り し て よ い 。 コン ト ロ ー ルラ イン (メ
イン シ ー ト を除く ) の 手も と 側の 端をシ ョ ッ ク
コー ド に 結ん で は な らな い 。

xi. To secure the mast in the event of a cap-
size, a loose retention line or shockcord (that
will allow 180 degree plus mast rotation)
shall be tied/attached between the cunning-
ham fairlead or the deck block �tting and
the mast tang or gooseneck. Clips, hooks,
shackles and balls may be used to attach the
retention line.

xi. 沈し て も マ スト が 抜け な い よ う 、 マ スト タ
ン グま たは グー スネ ッ ク金具をカ ニ ン ガム フ ェ

アリ ー ド ま たは デ ッ キブ ロ ッ クベ ー スに 、 流

れ 止め ロ ー プや シ ョ ッ クコー ド で ゆ る く (マ ス
ト が 180度以上回 転で き る よ う に ) つ な が な け
れ ば な らな い 。 マ スト 流れ 止め ロ ー プの 取り

つ け に 、 クリ ッ プ、 フ ッ ク、 シ ャ ッ クル、 ボ ー

ルを利用し て も よ い 。
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(c) Mainsheet (c) メ イン シ ー ト

i. The mainsheet shall be a single line, and
be attached to the becket of the aft boom
block, and then passed through the trav-
eller block, the aft boom block, boom eye
strap, forward boom block and the main-
sheet block. After the mainsheet block it
shall be knotted. The mainsheet shall not be
controlled aft of the forward boom block ex-
cept to facilitate a tack or gybe.

i. メ イン シ ー ト は 1本の ロ ー プで 、 ブ ー ム エ ン
ド ブ ロ ッ クの ベ ケッ ト に 取り つ け られ 、 順に

ト ラ ベ ラ ー ブ ロ ッ ク、 ブ ー ム エ ン ド ブ ロ ッ ク、

ブ ー ム の メ イン シ ー ト アイスト ラ ッ プ、 ブ ー

ム セ ン タ ー ブ ロ ッ ク、 メ イン シ ー ト ブ ロ ッ クを

通っ て い な け れ ば な らな い 。 ま た、 メ イン シ ー

ト ブ ロ ッ クよ り 手も と 側で 、 メ イン シ ー ト に

結び 目を作らな け れ ば な らな い 。 タ ッ クま た

は ジ ャ イブ す る 場合を除い て 、 メ イン シ ー ト

をブ ー ム セ ン タ ー ブ ロ ッ クよ り 後方で 操作し

て は な らな い 。

ii. The tail of the mainsheet may also be
knotted or tied to either the base of the
mainsheet block, the hiking strap, the hiking
strap support line, or the hiking strap shock-
cord.

ii. メ イン シ ー ト の 手も と 側の 端は 、 メ イン
シ ー ト ブ ロ ッ クの 基部、 ハ イキン グスト ラ ッ

プ、 ハ イキン グスト ラ ッ プ取付ロ ー プ、 ハ イキ

ン グスト ラ ッ プの シ ョ ッ クコー ド へ結び つ け て

も よ い 。

iii. The mainsheet block may be replaced
by any type of single block with or without
an internal or attached jamming device, and
mounted in the position shown on the mea-
surement diagram. The block may be sup-
ported by a spring, ball, plastic tube or tape.

iii. メ イン シ ー ト ブ ロ ッ クの か わ り に 、 任意の
タ イプの シ ン グルブ ロ ッ ク (内蔵や 外 付の ジ ャ
ミ ン グ装置つ き で も よ い )を、 計測図に 示さ れ
た位置に 取り つ け て も よ い 。 メ イン シ ー ト ブ

ロ ッ クは 、 1個の スプリ ン グ、 ボ ー ル、 プラ ス
チ ッ クチ ュー ブ 、 テ ー プで 立て て も よ い 。

iv. One mainsheet clam or cam cleat of any
type may be mounted on each side deck in
the position shown on the measurement di-
agram.

iv. メ イン シ ー ト 用クラ ム クリ ー ト や カ ム ク
リ ー ト は 、 任意の タ イプの も の を、 左右の サ

イド デ ッ キに そ れ ぞ れ 1個ま で 、 計測図に 示
さ れ た位置に 取り つ け て よ い 。

(d) Vang (d) ブ ー ム バ ン グ

i. The vang system shall be between the
mast tang and the boom key �tting and shall
be comprised of the vang cleat block, the
vang key block, a maximum of two control
lines, loops and/or �Optional� blocks for
additional purchase with a maximum of 7
�Turning Points�.

i. ブ ー ム バ ン グシ ステ ム は 、 マ スト タ ン グと
ブ ー ム キー スト ラ ッ プの 間に 取り つ け られ 、 ジ

ャ ム クリ ー ト つ き バ ン グブ ロ ッ ク、 キー つ き バ

ン グブ ロ ッ ク、 最大 2本の ロ ー プ、 ロ ー プの
ルー プや 「 オプシ ョ ン 」 ブ ロ ッ クで 構成さ れ 、

テ ー クルの 「 タ ー ニ ン グポ イン ト 」 は 最大 7個
所で な け れ ば な らな い 。
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ii. The vang cleat block shall be attached di-
rectly to the mast tang, or to an �Optional�
swivel that shall be attached to the mast
tang.

ii. ジ ャ ム クリ ー ト つ き バ ン グブ ロ ッ クは 、 マ
スト タ ン グに 直接取り つ け る か 、 マ スト タ ン

グに 装着し た 1個の 「 オプシ ョ ン 」 スイブ ル
に 取り つ け な け れ ば な らな い 。

iii. A shackle may be used to attach the vang
cleat block or the swivel to the mast tang.

iii. ジ ャ ム クリ ー ト つ き バ ン グブ ロ ッ クや ス
イブ ルをマ スト に 取り つ け る ため に 、 1個の
シ ャ ッ クルを使用し て も よ い 。

iv. The swivel, shackle or swivel/shackle
combination shall not exceed 80 mm in
length when measured under tension.

iv. スイブ ル、 シ ャ ッ クル、 あ る い は スイブ ルと
シ ャ ッ クルをつ な い だ も の の 長さ は 、 テ ン シ ョ

ン をか け たと き 80 mmを超え て は な らな い 。

v. The vang key block may be �tted with a
spare key.

v. キー つ き バ ン グブ ロ ッ クに 、 スペ アの バ ン
グキー を 1個つ け て も よ い 。

vi. The key may be straight or bent, and it
may be held in the key way with either tape,
elastic or velcro.

vi. バ ン グキー は ま っ す ぐ で も 曲が っ て い て も
よ く 、 バ ン グキー が 穴か ら抜け な い よ う に テ ー

プ、 ゴ ム バ ン ド 、 ベ ルクロ で 固定し て も よ い 。

vii. The vang key block may be replaced
with an �Optional� vang key block which
may have a spare key.

vii. 標準の キー つ き バ ン グブ ロ ッ クの か わ り
に 、「 オプシ ョ ン 」 の キー つ き バ ン グブ ロ ッ ク

を 1個使用し て も よ く 、 そ れ に スペ アの バ ン
グキー を 1個つ け て も よ い 。

viii. �Optional� single blocks may be at-
tached to one or both sides of the vang cleat
block, using a clevis pin or bolt through the
attachment hole in the vang cleat block.

viii. ジ ャ ム クリ ー ト つ き バ ン グブ ロ ッ クの 取
付穴に クレビ スピ ン や ボ ルト を1本通し て 、 そ
の 片側ま たは 両側に 「 オプシ ョ ン 」 シ ン グル

ブ ロ ッ クを取り つ け て も よ い 。

ix. The mast tang hole may be drilled to take
a larger pin.

ix. マ スト タ ン グの 穴は 、 太い ピ ン が 通る よ う
広げ て も よ い 。

x. �Builder Supplied� Vang Cleating Fitting x. 「 ビ ルダ ー 供給」 バ ン グカ ム クリ ー ト ブ ロ
ッ ク

a) The vang cleat block may be replaced
with a �Builder Supplied� vang cleating �t-
ting which incorporates �Turning Points�
and a cam cleat.

a) ジ ャ ム クリ ー ト つ き バ ン グブ ロ ッ クの か わ
り に 、「 タ ー ニ ン グポ イン ト 」 と カ ム クリ ー ト

で 構成さ れ た、「 ビ ルダ ー 供給」 バ ン グカ ム ク

リ ー ト ブ ロ ッ クを使用し て も よ い 。
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These photos show the 2 Class legal
�Builder Supplied� vang cleating �ttings:

写真は 、 クラ スルー ルに 適合し た2種類の 「 ビ
ルダ ー 供給」 バ ン グカ ム クリ ー ト ブ ロ ッ ク。

b) The �tting shall be attached directly to the
mast tang.

b) こ の 艤装品は 、 マ スト タ ン グに 直接取り つ
け な け れ ば な らな い 。

c) The �tting shall not be modi�ed in any
way.

c) こ の 艤装品は 、 い っ さ い 改 造し て は な らな
い 。

(e) Cunningham (e) カ ニ ン ガム

i. The cunningham system shall consist of
a maximum three control lines, �Optional�
blocks or loops for purchase with a maxi-
mum of 5 �Turning Points�.

i. カ ニ ン ガム シ ステ ム は 、 最大 3本の ロ ー プ、
「 オプシ ョ ン 」 ブ ロ ッ クや ロ ー プの ルー プで 構

成さ れ 、 テ ー クルの 「 タ ー ニ ン グポ イン ト 」 は

最大 5個所で な け れ ば な らな い 。

ii. The cunningham control line shall be se-
curely tied to any of the mast, gooseneck,
mast tang, the swivel, the shackle that may
be used to attach the vang cleat block or
the swivel to the mast tang, or the cunning-
ham attachment point on a �Builder Sup-
plied� vang cleating �tting, and shall pass
at least once through the sail tack cringle be-
fore passing only once through the deck fair-
lead and the clam cleat.

ii. カ ニ ン ガム の ロ ー プは 、 マ スト 、 グー スネ ッ
ク金具、 マ スト タ ン グ、 スイブ ル、 スイブ ルや

ジ ャ ム クリ ー ト つ き バ ン グブ ロ ッ クをマ スト

タ ン グに 取り つ け る シ ャ ッ クル、「 ビ ルダ ー 供

給」 バ ン グカ ム クリ ー ト ブ ロ ッ クの カ ニ ン ガ

ム 取付ポ イン ト の い ず れ か に 、 ほど け な い よ

う し っ か り と 結び つ け られ 、 セ イルタ ッ クの

クリ ン グルを 1 回 以上通っ たあ と 、 カ ニ ン ガ
ム フ ェ アリ ー ド を 1 回 だ け 通り 、 さ らに カ ニ
ン ガム クラ ム クリ ー ト を 1 回 だ け 通っ て い な
け れ ば な らな い 。

iii. Additional purchases may be obtained
using rope loops, �Optional� blocks and us-
ing any of the boom, sail tack cringle, goose-
neck �tting, mast tang, shackle attaching
vang cleat block or swivel, the swivel, or the
cunningham attachment point on a �Builder
Supplied� vang cleating �tting.

iii. テ ー クルの 倍率を増や す ため に 、 ロ ー プの
ルー プ、「 オプシ ョ ン 」 ブ ロ ッ ク、 ブ ー ム 、 セ

イルタ ッ クの クリ ン グル、 グー スネ ッ ク金具、

マ スト タ ン グ、 スイブ ルや ジ ャ ム クリ ー ト つ

き バ ン グブ ロ ッ クをマ スト タ ン グに 取り つ け

る シ ャ ッ クル、 スイブ ル、「 ビ ルダ ー 供給」 バ

ン グカ ム クリ ー ト ブ ロ ッ クの カ ニ ン ガム 取付

ポ イン ト を利用し て も よ い 。
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iv. Deck Block Fitting and Deck Cleat Base iv. デ ッ キブ ロ ッ クベ ー スと デ ッ キクリ ー ト
ベ ー ス

The cunningham control line shall pass only
once through the cunningham �Optional�
single block attached to the �Builder Sup-
plied� deck block �tting and the �Optional�
cam cleat attached to the �Builder Supplied�
deck cleat base.

カ ニ ン ガム の ロ ー プは 、「 ビ ルダ ー 供給」 デ ッ

キブ ロ ッ クベ ー スに 取り つ け たカ ニ ン ガム 用

「 オプシ ョ ン 」 シ ン グルブ ロ ッ クを 1 回 だ け 通
り 、 さ らに 「 ビ ルダ ー 供給」 デ ッ キクリ ー ト

ベ ー スに 取り つ け た「 オプシ ョ ン 」 カ ム クリ ー

ト を 1 回 だ け 通っ て い な け れ ば な らな い 。

(f) Outhaul (f)アウ ト ホ ー ル

i. The outhaul system shall consist of a
maximum of two control lines, �Optional�
blocks or loops for purchase and a maxi-
mum of 6 �Turning Points�.

i. アウ ト ホ ー ルシ ステ ム は 最大 2本の ロ ー プ、
テ ー クル用の 「 オプシ ョ ン 」 ブ ロ ッ クや ロ ー

プの ルー プで 構成さ れ 、 テ ー クルの 「 タ ー ニ

ン グポ イン ト 」 は 最大 6個所で な け れ ば な ら
な い 。

ii. The outhaul control line shall be tied to
either the end of the boom, the outhaul fair-
lead, the sail, or a quick release system, and
shall pass at least once through the boom
outhaul fairlead.

ii. アウ ト ホ ー ルの ロ ー プは 、 ブ ー ム エ ン ド 、
アウ ト ホ ー ルフ ェ アリ ー ド 、 セ イル、 クイッ

クリ リ ー スシ ステ ム の い ず れ か に 結び つ け ら

れ 、 少な く と も 1 回 は ブ ー ム の アウ ト ホ ー ル
フ ェ アリ ー ド を通っ て い な け れ ば な らな い 。

iii. Additional purchases may be obtained
by forming rope loops in the line or adding
�Optional� blocks to the line, and/or using
the outhaul fairlead, the outhaul clam cleat,
the boom, the mast or gooseneck �tting.

iii. テ ー クルの 倍率を増や す ため に 、 ロ ー プの
途中に ルー プを作っ たり 、 ロ ー プに 「 オプシ ョ

ン 」 ブ ロ ッ クを取り つ け たり 、 アウ ト ホ ー ル

フ ェ アリ ー ド 、 アウ ト ホ ー ルクラ ム クリ ー ト 、

ブ ー ム 、 マ スト 、 グー スネ ッ ク金具を利用し

たり し て も よ い 。

iv. An �Optional� block may be attached to
the clew of the sail or to a quick release sys-
tem, or be part of a quick release system.

iv. 「 オプシ ョ ン 」 ブ ロ ッ クを 1個、 セ イルの
クルー や クイッ クリ リ ー スシ ステ ム に 取り つ

け たり 、 クイッ クリ リ ー スシ ステ ム の 一部と

し て 使っ たり し て も よ い 。

v. An �Optional� block may be tied (us-
ing an additional line to those noted in
3(f)i) at the mast/gooseneck junction (maxi-
mum 100 mm from centre of gooseneck bolt)
or shackled to the gooseneck �tting. (The
gooseneck may be inverted.)

v.「 オプシ ョ ン 」 ブ ロ ッ クを 1個、 (クラ スルー
ル 3(f)i の 指定と は 別の ロ ー プを 1本使用し て )
マ スト と グー スネ ッ ク金具の 接合部 (グー ス
ネ ッ クボ ルト の 中心か ら 100 mm以内) に 結び
つ け たり 、 グー スネ ッ ク金具に シ ャ ッ クルで 固

定し たり し て も よ い (グー スネ ッ ク金具は 天地
を逆に し て も よ い )。
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vi. A shockcord may be attached between
the outhaul cleat and the clew of the sail, the
clew tie down, the optional block at the clew,
or the quick release system for use as an in-
haul.

vi. イン ホ ー ルと し て 使用す る ため 、 アウ ト
ホ ー ルクラ ム クリ ー ト と 、 セ イルの クルー 、

ブ ー ム タ イ、 クルー に 取り つ け た「 オプシ ョ

ン 」 ブ ロ ッ ク、 クイッ クリ リ ー スシ ステ ム の い

ず れ か と の 間に シ ョ ッ クコー ド を 1本取り つ け
て も よ い 。

vii. Shockcord and/or rope loops (rope
loops may be part of the control line) can
be tied around the boom and/or the outhaul
control lines to retain the outhaul lines close
to the boom.

vii. アウ ト ホ ー ルの ロ ー プをブ ー ム の そ ば に
保持す る ため 、 ブ ー ム や アウ ト ホ ー ルの 周囲

に 、 シ ョ ッ クコー ド や ロ ー プ (コン ト ロ ー ルラ
イン の 一部で あ っ て も よ い )をルー プ状に 結ん
で も よ い 。

viii. Deck Led Outhaul System. viii. デ ッ キに リ ー ド し たアウ ト ホ ー ルシ ステ ム

a) When led to the deck, an �Optional� sin-
gle block shall be tied (using an additional
line to those noted in 3(f)i or the same line
as refered to in 3(f)v) at the mast/gooseneck
junction, (maximum 100 mm from centre of
gooseneck bolt) or shackled to the goose-
neck.

a)アウ ト ホ ー ルをデ ッ キに リ ー ド す る 場合は 、
「 オプシ ョ ン 」 シ ン グルブ ロ ッ クを 1個、 (ク
ラ スルー ル 3(f)i の 指定と は 別の ロ ー プ、 つ ま
り クラ スルー ル 3(f)v と 同一の ロ ー プを 1本
使用し て ) マ スト と グー スネ ッ ク金具の 接合部
(グー スネ ッ クボ ルト の 中心か ら 100 mm以内)
に 結び つ け る か 、 グー スネ ッ ク金具に シ ャ ッ ク

ルで 固定し な け れ ば な らな い 。

b) The outhaul control line shall pass only
once through the outhaul �Optional� sin-
gle block attached to the �Builder supplied�
deck block �tting and the �Optional� cam
cleat attached to the �Builder Supplied�
deck cleat base.

b)アウ ト ホ ー ルの ロ ー プは 、「 ビ ルダ ー 供給」
デ ッ キブ ロ ッ クベ ー スに 取り つ け た「 オプシ ョ

ン 」 ブ ロ ッ クを 1 回 だ け 通り 、 さ らに 「 ビ ル
ダ ー 供給」 デ ッ キクリ ー ト ベ ー スに 取り つ け

た「 オプシ ョ ン 」 カ ム クリ ー ト を 1 回 だ け 通っ
て い な け れ ば な らな い 。

c) The boom outhaul clam cleat shall not be
removed.

c) ブ ー ム の アウ ト ホ ー ルクラ ム クリ ー ト を取
り は ず し て は な らな い 。

(g) Clew Tie Down (g) ブ ー ム タ イ

i. The clew of the sail shall be attached to
the boom by line or strap around the boom
and through the sail cringle or by an op-
tional quick release system attached to a line
or strap around the boom.

i. セ イルの クルー は 、 セ イルの クリ ン グルに
通し たロ ー プま たは スト ラ ッ プをブ ー ム に 回

す か 、 ブ ー ム に 回 し たロ ー プま たは スト ラ ッ

プに 取り つ け たクイッ クリ リ ー スシ ステ ム を

使っ て 、 ブ ー ム に 固定し な け れ ば な らな い 。

ii. The clew tie down may be passed
through simple balls or tube/tubes to re-
duce friction.

ii. 摩擦を減らす ため 、 ブ ー ム タ イに ボ ー ルや
チ ュー ブ を通し て も よ い 。
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(h) Traveller (h) ト ラ ベ ラ ー

i. The traveller shall be a single line. It shall
be rigged as a simple closed loop through
the traveller eyes and the free end passing
through the traveller cleat.

i. ト ラ ベ ラ ー は 1本の ロ ー プで な け れ ば な らな
い 。 ト ラ ベ ラ ー の ロ ー プは 左右の ト ラ ベ ラ ー

アイを通る 一重の ルー プをつ く り 、 そ の 手も

と 側の 端は ト ラ ベ ラ ー クラ ム クリ ー ト を通っ

て い な け れ ば な らな い 。

ii. A spring, ball or tape may be used be-
tween the traveller blocks.

ii. ト ラ ベ ラ ー ブ ロ ッ クの 間に 1個の スプリ ン
グや ボ ー ルをは め たり 、 テ ー プを巻い たり し

て も よ い 。

4. SAIL REGISTRATION NUMBERS (For
Laser Radial and 4.7 sail number positions
please see part 4)

4. セ イル登録番号 (レー ザ ー ラ ジ アルと レー
ザ ー 4.7 の セ イルナ ン バ ー 取付位置は 第 4章を
参照)

(a) For Lasers up to sail number 148199, the
sail number is a number moulded into the
deck under the bow eye or into the transom,
or shown on a plate attached to the rear of
the cockpit.

(a) セ イル登録番号 148199 ま で の レー ザ ー で
は 、 バ ウ アイ下 の デ ッ キか ト ラ ン サ ム に 刻印

さ れ た数字、 ま たは コッ クピ ッ ト 後面に 取り

つ け られ たプレー ト に 表示さ れ た数字が セ イ

ル登録番号で あ る 。

For Lasers with sail numbers from 148200,
the sail number shall be displayed on a
unique ISAF building plaque �xed in the
rear of the cockpit.

セ イル登録番号 148200以降の レー ザ ー で は 、
コッ クピ ッ ト 後面に 固定さ れ た各 艇固有の

ISAF建造プラ ー クに セ イル登録番号が 表示さ
れ て い る 。

(b) All numbers shall be in accordance
with the Racing Rules of Sailing except as
amended by these rules in respect of type,
positioning and minimum dimensions:
Height 300 mm.
Width 200 mm (excluding number 1).
Thickness 45 mm.
Space between adjoining numbers mini-
mum 50 mm.
Sail numbers shall be regularly spaced.
Numbers on the starboard side shall be
placed above those on the port side.
Each sail number digit shall be of one colour
only.
The sail numbers shall be solid and easy to
read.

(b) クラ スルー ルで 変更さ れ て い る 場合を除
き 、 す べ て の セ イルナ ン バ ー の 字体、 位置、 最

低寸法は セ ー リ ン グ競技規 則 (RRS) に 適合し
て い な け れ ば な らな い 。

高さ 300 mm。
幅 200 mm (数字の 1を除く )。
太さ 45 mm。
セ イルナ ン バ ー の 間隔 50 mm。
セ イルナ ン バ ー の 間隔 は 均等で な け れ ば な ら

な い 。

スタ ー ボ ー ド 側の セ イルナ ン バ ー は ポ ー ト 側

よ り も 上に な け れ ば な らな い 。

セ イルナ ン バ ー の 各 桁の 数字は 、 そ れ ぞ れ 一

色で な け れ ば な らな い 。

セ イルナ ン バ ー は 、 輪郭 の 内部が 塗り つ ぶ さ

れ たも の で 、 容易に 読め な け れ ば な らな い 。
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After 1st March 1998 � sail numbers and na-
tional letters shall only be adhesive num-
bers. The use of permanent ink pens or sim-
ilar to mark numbers and national letters on
the sail is prohibited.

1998年 3月 1日以降、 セ イルナ ン バ ー お よ び
国籍文字は 貼付式ナ ン バ ー で な け れ ば な らな

い 。 マ ジ ッ クイン キな ど で セ イルナ ン バ ー や

国籍文字をセ イルに 書く こ と は 禁止さ れ る 。

(c) For sails with numbers above 153000 and
sails purchased after 1st June 1993 the sail
numbers shall be glued or sewn on each side
of the sail, with the bottom of the numbers
on the starboard side of the sail placed along
a line parallel to and 400 mm (+ or � 12 mm)
below the seam at the middle batten pocket.
The bottom of the numbers on the port side
of the sail shall be placed on a line 400 mm
(+ or � 12 mm) below and parallel to the
bottom of the numbers on the starboard side
of the sail. The starboard sail numbers shall
commence 100 mm (+ or � 12 mm) from the
leech and the port side numbers shall end
100 mm (+ or � 12 mm) from the leech.

(c) セ イル登録番号が 153000以降の セ イル、 お
よ び 1993年 6月 1日以降に 購入し たセ イルの
セ イルナ ン バ ー は 、 セ イルの 両面に 接着さ れ

る か 縫い つ け られ 、 スタ ー ボ ー ド 側の セ イル

ナ ン バ ー の 下 端は 、 ミ ド ルバ テ ン ポ ケッ ト 付

近に あ る シ ー ム と 平行に 、 そ の 400 (�12) mm
下 に 引い た直線上に な け れ ば な らな い 。 ポ ー

ト 側の セ イルナ ン バ ー の 下 端は 、 スタ ー ボ ー

ド 側の セ イルナ ン バ ー の 下 端と 平行に 、 そ の

400 (�12) mm下 に 引い た直線上に な け れ ば な
らな い 。 スタ ー ボ ー ド 側の セ イルナ ン バ ー は

リ ー チ か ら100 (�12) mmで 始ま り 、 ポ ー ト 側
の セ イルナ ン バ ー は リ ー チ か ら100 (�12) mm
で 終わ っ て い な け れ ば な らな い 。

(Refer to sail number application diagram
for procedure for applying sail numbers.)

(セ イルナ ン バ ー の 取付方法は 、 セ イルナ ン
バ ー 取付位置図を参照の こ と )。

(d) Sail numbers from 131000, sails pur-
chased after 1st June 1993 and new sails
stamped �New Numbers� shall have num-
bers that are clearly visible with the last four
digits of the number in one dark, distinctive
colour or black and any preceding numbers
in a different, contrasting, distinctive colour
(red is recommended).

(d) セ イル番号 131000以降の セ イル、 1993年
6月 1日以降に 購入し たセ イル、「 New Num-
bers」 の 表示が あ る セ イルで は 、 セ イルナ ン
バ ー の 下 4桁と そ の 上の 桁を明瞭に 見分け ら
れ る よ う 、 下 4桁は 黒ま たは 暗い 濃色に 、 そ の
上の 桁は 対照的に 異な る 濃色 (赤を推奨す る )
に し な け れ ば な らな い 。

(e) Exceptions to this Rule are permitted: (e) こ の クラ スルー ルに は 、 次の 例外 が 認め ら
れ て い る 。

i. when the hull and/or sail are provided
by the organisers for an event and after ap-
proval of the International Laser Class Asso-
ciation, the numbers on the sail used for that
event only may be single, double or triple
digit numbers.

i. 主催者が 艇体や セ イルを準備し 、 国際レー
ザ ー クラ ス協会 の 認可 を得た大会 の 場合に は 、

そ の 大会 に 限っ て 1桁、 2桁あ る い は 3桁の 数
字をセ イルナ ン バ ー と す る こ と が で き る 。

16



ii. in the case of a Laser borrowed or char-
tered for a speci�c event, and after written
approval from the Race Committee, a com-
petitor may use a sail with numbers that are
different to the sail number allocated to the
hull. The sail number used shall be the sail
number allocated to the competitor’s own
Laser. When the competitor does not own
a Laser, the number used on the sail shall be
the number of the Laser chartered.

ii. 大会 で レー ザ ー を借用ま たは チ ャ ー タ ー し
た場合に は 、 選手は レー ス委員会 か ら書面に

よ る 許可 を得たう え で 、 ハ ルの セ イル登録番

号と 異な る セ イルナ ン バ ー の セ イルを使用す

る こ と が で き る 。 ただ し 、 そ の セ イルナ ン バ ー

は 、 選手自身が 所有す る レー ザ ー の セ イル登

録番号で な け れ ば な らな い 。 選手が レー ザ ー

を所有し て い な い 場合に は 、 チ ャ ー タ ー し た

レー ザ ー の セ イル登録番号をセ イルナ ン バ ー

と し な け れ ば な らな い 。

iii. when a sail is damaged during a series
and Rule 7(d) applies the sail number may
contravene Rules 4(a) and (e)ii only when
written permission for a sail number change
is given by the Race Committee.

iii. シ リ ー ズ中に セ イルを破損し て クラ スルー
ル 7(d) が 適用さ れ た場合、 レー ス委員会 か ら
書面に よ る セ イルナ ン バ ー の 変更許可 が 与え

られ れ ば 、 セ イルナ ン バ ー は クラ スルー ル4(a)
お よ び 4(e)ii に 違反し て も よ い 。

(f) National Letters, if required, shall con-
form to the same type, size, spacing and re-
quirements as sail numbers (refer rule 4(b),
(c), (d) and (e)) and shall be positioned as
follows (also see diagram):

(f)国籍文字が 必要な 場合、 そ の 字体、 大き さ 、
間隔 そ の 他は セ イル番号と 同じ 条件に 適合し

(クラ スルー ル 4(b)、 4(c)、 4(d)、 4(e)参照)、 次
の 位置に な け れ ば な らな い (図も 参照の こ と )。

The letters on the starboard side of the
sail shall be placed along the top edge of
the seam below the bottom batten pocket
(+ 12 mm) and on the port side of the sail
along a line 400 mm (+ or � 12 mm) be-
low and parallel to the letters on the star-
board side. The starboard letters shall com-
mence 100 mm (+ or � 12 mm) from the
leech and the port letters shall �nish 100 mm
(+ or � 12 mm) from the leech. The letters
shall all be the same colour.

国籍文字の 下 端は 、 セ イルの スタ ー ボ ー ド

側で は ボ ト ム バ テ ン ポ ケッ ト 下 に あ る シ ー ム

の 上端 (+12 mm) に そ っ て 、 ポ ー ト 側で は
スタ ー ボ ー ド 側の 国籍文字と 平行に 、 そ の

400 (�12) mm下 に 引い た直線上に な け れ ば な
らな い 。 スタ ー ボ ー ド 側の 国籍文字は 、 リ ー

チ か ら 100 (�12) mm で 始ま り 、 ポ ー ト 側の
国籍文字は リ ー チ か ら100 (�12) mmで 終わ っ
て い な け れ ば な らな い 。 国籍文字は 、 す べ て

同じ 色で な け れ ば な らな い 。

5. MAST 5. マ スト

No mast which has a permanent bend shall
be used at any time.

ど ん な 場合で も 、 永久的に 曲が っ たマ スト を

使用し て は な らな い 。
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6. CLOTHING AND EQUIPMENT
(for Laser Radial and 4.7 rigs please see
part 4)

6. 衣類と 装備
(レー ザ ー ラ ジ アルと 4.7 リ グに つ い て は 第 4
章を参照)

(a) In alteration of RRS 43.1(b) the maxi-
mum total weight of competitors’ clothing
and equipment shall be 9 kg.

(a) RRS 43.1(b)を変更し 、 競技者の 衣類と 装
備の 最大合計重量は 9 kg と す る 。

(b) Competitors shall not wear or carry
non �oating clothing or equipment which
in total weight exceeds 500 grammes dead
weight except protective sailing clothing.

(b)選手は 、 身体保護の ため の セ イリ ン グウ ェ
アを除い て 、 合計重量 500 gを超え る 浮力の
な い 衣類や 装備を着用し たり 所持し たり し て

は な らな い 。

(c) For the purposes of weighing clothing
and equipment as required by RRS Ap-
pendix H three coat hangers may be used
instead of a rack.

RRS付則H に し たが っ て 衣類と 備品の 重量を
計測す る 場合に は 、 ラ ッ クの か わ り に 3個の
ハ ン ガー を使用し て も よ い 。

7. SAILING REQUIREMENTS 7. セ イリ ン グ要件

(a) The Laser shall be raced with either one
or two persons aboard.

(a)レー ザ ー は 、 1人乗り ま たは 2人乗り で レー
スに 出走す る こ と が で き る 。

When two persons race a Laser they shall
race together throughout the entire race or
series of races without alternating at the
helm.

ただ し 、 2人乗り の 場合に は 操舵を交代せ ず 、
レー スや シ リ ー ズの 最初か ら最後ま で 2人乗
り の ま ま レー スし な け れ ば な らな い 。

(b) The rudder shall be maintained in the
full down position except whilst racing in
water less than 1.5 m deep unless otherwise
speci�ed in the sailing instructions.

(b) 帆走指示書に 特に 指示が な い 限り 、 水深
1.5 m未満の 水面で レー スし て い る と き 以外
は 、 ラ ダ ー を完全に 降ろ し た状態を維持し な

け れ ば な らな い 。

(c) No part of the helmsman or crew may be
placed forward of the mast while racing.

(c)レー ス中は 、 ヘ ルム スマ ン や クルー の ど の
部分も マ スト よ り 前に 出て は な らな い 。

(d) Sails (d) セ イル

In a series of races a sail shall not be changed
for another unless written permission for an
individual change is obtained from the race
committee. Written permission shall only be
given in the event of a sail damaged beyond
repair or damaged to the extent that it can-
not be repaired before the start of the next
race in a series. In the event of a change the
damaged sail shall not be used again in that
series even if it is subsequently repaired.

レー ス委員会 か らの 書面に よ る 許可 をそ の た

び ご と に 得な い か ぎ り 、 シ リ ー ズ途中で セ イ

ルを交換し て は な らな い 。 レー ス委員会 は 、 修

理不能な 破損、 ま たは シ リ ー ズの 次の レー ス

の スタ ー ト ま で に 修理で き な い 破損が 生じ た

場合に 限っ て 、 セ イル交換の 許可 を与え て も

よ い 。 セ イルを交換し た場合、 破損し たセ イ

ルが たと え 後で 修理さ れ て も 、 同じ シ リ ー ズ

に 再び 使用し て は な らな い 。
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For the purpose of this rule, a series is
deemed to be two or more individual races
which count towards an overall points total.

こ こ で い う シ リ ー ズと は 、 総得点に カ ウ ン ト

さ れ る 2本以上の レー スをい う 。

(e) Centreboard and Rudder Blade (e) セ ン タ ー ボ ー ド と ラ ダ ー ブ レー ド

i. A wood centreboard or rudder blade shall
not be used on a hull that was originally
supplied with a non wood centreboard or
rudder.

i. 木製の セ ン タ ー ボ ー ド や ラ ダ ー ブ レー ド を、
木製で な い セ ン タ ー ボ ー ド や ラ ダ ー ブ レー ド

と 共に 供給さ れ たハ ルで 使用し て は な らな い 。

ii. A line or shockcord shall be tied or
hooked through a small hole in the upper
forward corner of the centreboard and tied
or hooked to the cunningham fairlead, the
mast, the bow eye, or looped back to the cen-
treboard from these �ttings to prevent loss
of the centreboard in the event of capsize.

ii. 1本の ロ ー プま たは シ ョ ッ クコー ド を、 セ ン
タ ー ボ ー ド 上端の 前隅に あ る 小さ な 穴に 結ぶ

か フ ッ クで 止め 、 そ れ をカ ニ ン ガム フ ェ アリ ー

ド 、 マ スト 、 バ ウ アイに 結ぶ か フ ッ クで 止め た

り 、 あ る い は そ こ で 折り 返し て セ ン タ ー ボ ー

ド へ戻し たり し て 、 転覆時の セ ン タ ー ボ ー ド

流失を防止し な け れ ば な らな い 。

8. HULL COATINGS 8. ハ ルの コー テ ィン グ

The use of slowly soluble applications
which might alter the boundary layer char-
acteristics of the hull are prohibited.

ハ ルの 境界 層の 性質を変え る 可 能性の あ る 緩

慢溶解 性塗料を使用し て は な らな い 。

9. CLASS ASSOCIATION MEMBERSHIP 9. クラ ス協会 の メ ン バ ー シ ッ プ

No person is permitted to race a Laser in
any Fleet, interFleet, District, or other sanc-
tioned event unless at least one member of
the crew is a current member of the Inter-
national Laser Class Association (a member
of a District Laser Association duly estab-
lished in accordance with the Constitution
is a member of the International Laser Class
Association).

レー ザ ー で フ リ ー ト 内レー ス、 フ リ ー ト 間レー

ス、 デ ィスト リ クト 選手権 (日本で は 全日本選
手権)、 そ の 他の 公認大会 に 出走す る ため に は 、
乗員の う ち少な く と も 1人が 国際レー ザ ー ク
ラ ス協会 の 現メ ン バ ー (規 約に し たが っ て 正式
に 設立さ れ たデ ィスト リ クト レー ザ ー 協会 の

メ ン バ ー は 、 国際レー ザ ー クラ ス協会 の メ ン

バ ー で あ る ) で な け れ ば な らな い 。

10. ADVERTISING 10. 広告

For the purposes of RRS 79 and ISAF Reg-
ulation 20.4.2(a) Advertising Code Cate-
gory C shall apply to the Laser, Laser Radial
and Laser 4.7.

RRS79 と ISAF 規 定 20.4.2(a) で は 、 レー ザ ー 、
レー ザ ー ラ ジ アル、 レー ザ ー 4.7 に 広告規 定の
カ テ ゴ リ ー Cを適用す る 。
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PART THREE
OPTIONS AND EXCEPTIONS TO PARTS
ONE AND TWO

第3章
第 1章と 第 2章の 補足お よ び 例外 規 定

11. HULL FINISH 11. ハ ルの 仕上げ

(a) Waxing, polishing and �ne wet and dry
sanding of the hull is permitted, provided
the intention and effect is to polish the hull
only. Polishing/sanding shall not be used to
remove mould imperfections.

(a) そ の 意図と 結果 が ハ ルを磨く こ と だ け で あ
れ ば 、 ハ ルに ワッ クスをか け たり 、 ポ リ ッ シ ュ

し たり 、 耐水や 普通の 細か い サ ン ド ペ ー パ ー

をか け たり し て も よ い 。 ただ し 、 モ ー ルド に

起 因す る 凹 凸を修正す る ため に 、 ハ ルをポ リ ッ

シ ュし たり サ ン ド ペ ー パ ー をか け たり し て は

な らな い 。

(b) Sanding and re�nishing of the hull with
the intention or effect to lighten the hull or
improve the performance, �nish, materials
or shape beyond the original is not permit-
ted.

(b) ハ ルを軽量化 し たり 、 建造時よ り も 性能、
仕上げ 、 材料あ る い は 形状をよ く す る 意図で 、

あ る い は 結果 的に そ う な る よ う に 、 ハ ルに サ

ン ド ペ ー パ ー をか け たり 再仕上げ し たり し て

は な らな い 。

12. TRANSOM DRAIN BUNG 12. ト ラ ン サ ム の ド レン プラ グ

A retaining line may be attached to the tran-
som drain bung and the gudgeon.

ト ラ ン サ ム の ド レン プラ グを流失し な い よ う 、

1本の ロ ー プで ガジ ョ ン に つ な い で も よ い 。

13. SELF BAILER 13. セ ルフ ベ イラ ー

A self-bailing device as supplied only by the
builder may be added. The bailer may be
sealed with tape, �ller or glue along its edge
where it joins the hull and at the screw hole.
Filling the screw hole level with the �at sur-
face of the bailer is permitted. Fairing the
�at surface of the bailer to the hull shape or
changing the pro�le of the bailer is not per-
mitted.

セ ルフ ベ イリ ン グ装置を取り つ け て も よ い が 、

ビ ルダ ー か ら供給さ れ たも の に 限る 。 ベ イラ ー

の ね じ 穴、 お よ び ハ ルと の つ な ぎ め は 、 テ ー

プ、 充填剤、 接着剤で シ ー ルし て も よ い 。 ね

じ 穴は 、 ベ イラ ー の 平らな 面と 同じ 高さ ま で

充填し て も よ い 。 ベ イラ ー の 平らな 面をハ ル

の 曲面に 合わ せ たり 、 ベ イラ ー の 形状を変え

たり し て は な らな い 。
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14. CENTREBOARD 14. セ ン タ ー ボ ー ド

(a) A rope handle passing through not
more than two holes of maximum diameter
12.5 mm above a line drawn from the bot-
tom of the centreboard stop, parallel to the
top of the centreboard is permitted.

(a) セ ン タ ー ボ ー ド スト ッ プの 下 端を通り 、 セ
ン タ ー ボ ー ド 上端と 平行な 直線よ り も 上に 直

径が 最大 12.5 mm の 穴を 2 つ ま で あ け て 、 セ
ン タ ー ボ ー ド に 1個の ロ ー プハ ン ド ルを取り
つ け て も よ い 。

(b) The trailing edge of the centreboard may
be sharpened by sanding the blade between
the trailing edge and a line 100 mm parallel
to the trailing edge, provided the distance
between the leading edge and the trailing
edge of the blade is not reduced.

(b) セ ン タ ー ボ ー ド の ト レー リ ン グエ ッ ジ は 、
リ ー デ ィン グエ ッ ジ か らト レー リ ン グエ ッ ジ

ま で の 距離を縮め な い か ぎ り 、 ト レー リ ン グ

エ ッ ジ と 平行に 、 そ の 100 mm内側に 引い た直
線と ト レー リ ン グエ ッ ジ と の 間に サ ン ド ペ ー

パ ー をか け て と が らせ て も よ い 。

(c) Surface re�nishing of the centreboard
is permitted provided the original shape,
thickness and characteristics are not altered.

(c) セ ン タ ー ボ ー ド 表面を再仕上げ し て も よ い
が 、 製造時の 形状、 厚み、 特性を変え て は な

らな い 。

15. RUDDER 15. ラ ダ ー

(a) The trailing edge of the rudder blade
may be sharpened by sanding the blade be-
tween the trailing edge and a line 60 mm
parallel to the trailing edge, provided the
distance between the leading edge and the
trailing edge of the blade is not reduced.

(a) ラ ダ ー ブ レー ド の ト レー リ ン グエ ッ ジ は 、
リ ー デ ィン グエ ッ ジ か らト レー リ ン グエ ッ ジ

ま で の 距離を縮め な い か ぎ り 、 ト レー リ ン グ

エ ッ ジ と 平行に 、 そ の 60 mm内側に 引い た直
線と ト レー リ ン グエ ッ ジ と の 間に サ ン ド ペ ー

パ ー をか け て と が らせ て も よ い 。

(b) Surface re�nishing of the rudder blade is
permitted provided that the original shape,
thickness and characteristics are not altered.

(b) ラ ダ ー ブ レー ド 表面を再仕上げ し て も よ い
が 、 製造時の 形状、 厚み、 性質を変え て は な

らな い 。

(c) The rudder bolt may be replaced with a
larger diameter bolt no greater in diameter
than the existing hole in the rudder blade
(9.5 mm). The diameter of the bolt head, nut
and any washers shall not exceed 20 mm di-
ameter.

(c) ラ ダ ー ボ ルト は 、 直径が ラ ダ ー ブ レー ド に
最初か らあ い て い る 穴 (9.5 mm) よ り 細い も
の で あ れ ば 、 よ り 太い ボ ルト に 取り か え て も

よ い 。 ボ ルト の 頭、 ナ ッ ト 、 ワッ シ ャ の 直径は

20 mmを超え て は な らな い 。

(d) To achieve the maximum 78 degree rud-
der angle relative to the bottom edge of the
rudder head, the leading edge of the blade
may be cut away where it touches the spac-
ing pin.

(d) ラ ダ ー の 振り 角 をラ ダ ー ヘ ッ ド の 下 辺に 対
し て 最大 78度ま で 振れ る よ う に 、 リ ー デ ィン
グエ ッ ジ が ラ ダ ー ヘ ッ ド の スペ ー サ ー に 当た

る 部分を切り 取っ て も よ い 。
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(e) To restrict the rudder angle to maximum
78 degrees relative to the bottom edge of the
rudder head, the lower forward spacing pin
shall be wound with �exible adhesive tape.

(e) ラ ダ ー の 振り 角 をラ ダ ー ヘ ッ ド の 下 辺に 対
し て 最大 78度に 制限す る 場合に は 、 ラ ダ ー
ヘ ッ ド 前部下 側の スペ ー サ ー に や わ らか い 粘

着テ ー プを巻い て 調整し な け れ ば な らな い 。

(f) The rudder pintles may be �tted with
spacers to lift the rudder head to allow the
tiller to clear the deck at the transom.

(f) テ ィラ ー が ト ラ ン サ ム の デ ッ キを擦らな い
よ う 、 ラ ダ ー ピ ン ト ルに スペ ー サ ー をは め て

ラ ダ ー ヘ ッ ド を上げ て も よ い 。

(g) The rudder downhaul line may have
multiple purchases.

(g) ラ ダ ー の ダ ウ ン ロ ー プに は テ ー クルを入れ
て も よ い 。

(h) A hole may be drilled in the top rudder
pintle and a pin or clip inserted in the hole
to prevent loss of the rudder.

(h) ラ ダ ー を流失し な い よ う 、 上の ラ ダ ー ピ ン
ト ルに 穴をあ け て ピ ン や クリ ッ プを差し こ ん

で も よ い 。

16. TILLER 16. テ ィラ ー

(a) The tiller and tiller extension are not re-
stricted in any way except that the tiller:

(a) テ ィラ ー が 次の 条件に 適合す る か ぎ り 、 テ ィ
ラ ー と テ ィラ ー エ クステ ン シ ョ ン に は 何の 制

約も な い 。

i. shall be capable of being removed from
the rudder head.

i. ラ ダ ー ヘ ッ ド か ら取り は ず せ る こ と 、

ii. shall be �tted with a cleat for the down-
haul.

ii. ダ ウ ン ロ ー プ用の クリ ー ト を 1個装備し て
い る こ と 、

iii. shall, except for normal wear caused by
the traveller rope, be straight along its top-
most edge between a point 30 mm in front
of the forward edge of the rudder head and
the cockpit end of the tiller.

iii. ト ラ ベ ラ ー ロ ー プに よ る 通常の 摩耗を除い
て 、 ラ ダ ー ヘ ッ ド 前端か ら 30 mm の 点よ り も
先で は テ ィラ ー 上面が 直線で あ る こ と 。

(b) The tiller may be �tted with an �anti
wear� strip or tube of not more than 200 mm
in length placed above the level of the
straight edge required by 16(a)iii and only
where the traveller crosses the tiller.

(b) テ ィラ ー に 「 摩耗止め 」 の プレー ト ま たは
パ イプを1個取り つ け て も よ い が 、 クラ スルー
ル 16(a)iii で 規 定さ れ た直線よ り 高く な る 部分
は 200 mmを超え て は な らず 、 取り つ け る 場
所は ト ラ ベ ラ ー が テ ィラ ー と 交差す る 部分に

限られ る 。

(c) The use of a tiller retaining pin is op-
tional.

(c) テ ィラ ー の リ テ イン ニ ン グピ ン の 使用は 任
意と す る 。
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17. HIKING STRAP 17. ハ イキン グスト ラ ッ プ

(a) The hiking strap may be substituted with
any type of non-stretch material and it may
be padded.

(a) ハ イキン グスト ラ ッ プは 、 伸縮性の な い 素
材な らば 任意の タ イプの も の に 交換す る こ と

が で き 、 そ れ に パ ッ ド をつ け て も よ い 。

(b) The hiking strap may be �xed to the
cockpit at the forward end by wrapping
the strap around the mainsheet block plas-
tic pressure plate or by using both the cen-
treboard friction attachment plate and the
mainsheet block plastic pressure plate.

(b) ハ イキン グスト ラ ッ プの 前端は 、 メ イン
シ ー ト ブ ロ ッ ク用プラ プレー ト に 巻き つ け て

固定し て も 、 セ ン タ ー ボ ー ド ブ レー キ用プラ プ

レー ト と メ イン シ ー ト ブ ロ ッ ク用プラ プレー

ト の 両方を使っ て 固定し て も よ い 。

(c) The hiking strap supporting line between
the aft end of the hiking strap and the eye
straps on the aft face of the cockpit may
be rigged in any manner so that the hiking
strap is �xed or adjustable.

(c) ハ イキン グスト ラ ッ プの 後端をコッ クピ ッ
ト 後面の アイスト ラ ッ プに つ な ぐ 取付ロ ー プ

は 、 ハ イキン グスト ラ ッ プを固定長あ る い は

可 変長に で き る よ う 、 ど の よ う な 方法で 取り

回 し て も よ い 。

(d) A shockcord may be attached between
the aft end of the hiking strap and to either
the traveller cleat, or the hiking strap eye
straps at the aft end of the cockpit.

(d) ハ イキン グスト ラ ッ プの 後端と 、 ト ラ ベ
ラ ー クラ ム クリ ー ト ま たは コクピ ッ ト 後面の

アイスト ラ ッ プと の 間に 、 1本の シ ョ ッ クコー
ド を取り つ け て も よ い 。

18. BOOM 18. ブ ー ム

(a) A metal sleeve supplied by the builder
of maximum length 900 mm may be �xed
inside the boom. The sleeve shall not extend
aft of the point 1220 mm from the front end
of the boom (including plug).

(a) ブ ー ム の 中に 、 ビ ルダ ー か ら供給さ れ る 最
大長 900 mm の 金属製スリ ー ブ を 1本取り つ
け て も よ い 。 スリ ー ブ の 後端は 、 ブ ー ム 前端

(グー スネ ッ クプラ グを含む) か ら 1220 mm の
点を超え て は な らな い 。

(b) The stainless steel mainsheet eye strap
between the two blocks on the boom may
be replaced with a soft strap.

(b) ブ ー ム の 2個の ブ ロ ッ クの 間に あ る ステ ン
レス製メ イン シ ー ト アイスト ラ ッ プは 、 や わ

らか い 任意の スト ラ ッ プに 交換し て も よ い 。
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19. MAST 19. マ スト

(a) To prevent abrasion of the mast step, a
tube or collar of uniform thickness not ex-
ceeding 1 mm may be placed around the en-
tire circumference of the lower mast or the
mast step cavity. The tube or collar shall not
extend more than 10 mm above deck level.

(a) マ スト ステ ッ プの 摩耗を防ぐ ため 、 1 mm
未満の 均一な 厚さ の チ ュー ブ や カ ラ ー を 1個、
ロ アマ スト ま たは マ スト ホ ー ルの 全周に わ たっ

て 取り つ け て も よ い 。 こ の チ ュー ブ ま たは カ

ラ ー は 、 デ ッ キレベ ルか ら 10 mm よ り も 上に
出て は な らな い 。

In addition, a disc of uniform thickness not
exceeding 1 mm in thickness may be placed
in the bottom of the mast step.

ま た、 1 mm未満の 均一な 厚さ の 円板を 1枚、
マ スト ホ ー ルの 底に 取り つ け て も よ い 。

(b) The mast or mast cavity may be lubri-
cated.

(b) マ スト や マ スト ホ ー ルを潤滑し て も よ い 。

(c) Tape or other bushing material may be
applied to both the plastic end cap, the col-
lar of the upper mast and the upper mast
to ensure a snug �t. The tape or bushing
material may only be used on that portion
of the plastic parts that actually slide into
the lower section and/or between the upper
mast and the collar and it shall be a uniform
thickness around the circumference. Taping
or bushing material above the collar to fair
the collar into the mast is prohibited.

(c)ガタ の な い は め 合わ せ を得る ため 、 ト ッ プ
マ スト の プラ スチ ッ ク製エ ン ド プラ グ、 マ ス

ト カ ラ ー 、 ト ッ プマ スト 本体に 、 テ ー プな ど

の ブ ッ シ ン グ材を使用し て も よ い 。 テ ー プや

ブ ッ シ ン グ材の 使用は 、 ロ アマ スト の 中に 入

り こ む部分、 お よ び ト ッ プマ スト と マ スト カ

ラ ー の 間の す き ま に 限られ 、 そ の 厚さ は 全周

に わ たっ て 均一で な け れ ば な らな い 。 マ スト

カ ラ ー か らト ッ プマ スト に か け て の 形状を整

え る ため の 、 マ スト カ ラ ー よ り 上方への テ ー

ピ ン グや ブ ッ シ ン グ材の 使用は 禁止す る 。

20. INSPECTION PORTS 20. ハ ッ チ

Inspection ports not exceeding 153 mm in-
ternal diameter may be installed on the deck
or in the cockpit to provide access to the hull
cavity, provided that any inspection port is
�tted with watertight threaded covers (any
bayonet mounted parts are deemed to be
not threaded). Storage receptacles are per-
mitted underneath hatch covers.

ハ ルの 内部に 手が 入る よ う 、 デ ッ キや コッ ク

ピ ッ ト 内に 直径 153 mm以下 の ハ ッ チ を何個
で も 取り つ け て よ い が 、 ハ ッ チ の ふ たは 水密

の ね じ 込み式で な け れ ば な らな い (バ ヨ ネ ッ ト
式ハ ッ チ は ね じ 込み式で は な い )。 ハ ッ チ の 中
に 収納容器を取り つ け て も よ い 。
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21. CLIPS AND STORAGE BAGS 21. クリ ッ プと 収納バ ッ グ

Clips, ties or bags to stow or secure safety or
other equipment may be used on the deck,
in the cockpit, or around the mast.

安全装備な ど の 備品を収納・ 固定す る ため の

クリ ッ プ、 ロ ー プ、 バ ッ グを、 デ ッ キ上や コク

ピ ッ ト 内に 取り つ け たり 、 マ スト に 巻い たり

し て も よ い 。

22. COMPASS 22. コン パ ス

One compass is permitted mounted on any
part of the deck or the cockpit provided that
the hull cavity is not pierced by anything
other than the fasteners. Compasses shall
not be �tted to inspection ports. Electronic
and digital compasses are prohibited.

デ ッ キや コッ クピ ッ ト の 任意の 場所に 1個の
コン パ スを取り つ け て も よ い が 、 ハ ルに は 取

付ネ ジ 以外 の 穴をあ け て は な らな い 。 コン パ

スをハ ッ チ に 取り つ け て は な らな い 。 電子コ

ン パ スや デ ジ タ ルコン パ スは 禁止さ れ る 。

23. WIND INDICATORS 23. 風見

(a) Wind indicators may be attached as de-
sired provided the sail is not cut and the
buoyancy qualities of the hull and mast are
not impaired.

(a)風見は 任意の 位置に 取り つ け て よ い が 、 セ
イルを切っ たり 、 ハ ルと マ スト の 浮力性を損

な っ たり し て は な らな い 。

(b) Ribbons, wool or similar wind indicators
may be attached to the sail.

(b) リ ボ ン や 毛糸な ど の 風見をセ イルに 取り つ
け て も よ い 。

24. TAPE 24. テ ー プ

The use of �exible adhesive tape or similar
is permitted to secure shackle pins and clips,
and to bind sheets, lines and rigging, except
that tapes shall not be used to construct new
�ttings or modify the function of the exist-
ing �ttings.

や わ らか い 粘着テ ー プな ど を使っ て シ ャ ッ クル

の ピ ン や クリ ッ プを固定し たり 、 シ ー ト 、 ラ イ

ン 、 リ ギン をま と め たり し て も よ い が 、 テ ー

プを使っ て 新し い 艤装品を作っ たり 、 現存の

艤装品の 機能を変更し たり し て は な らな い 。

25. SAFETY EQUIPMENT 25. 安全備品

Any additional equipment required by an
international, national or other governing
authority for safety purposes may be �tted
or carried provided it is not used in contra-
vention of the FUNDAMENTAL RULE.

クラ スルー ルの 基本規 則に 抵触す る よ う な 使

い か たをし な い か ぎ り 、 国際、 国内あ る い は

そ の 他の 統治機関に よ っ て 安全ため に 要求さ

れ る 追加 装備を取り つ け たり 、 保持し たり し

て よ い 。
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26. REPAIRS AND MAINTENANCE 26. 修理と メ イン テ ナ ン ス

(a) Repairs and preventative maintenance
to the sail, hull, deck, centreboard, rudder,
mast, boom or any �ttings and �xings may
be carried out without violation of these
Rules provided such repairs are made in
such a way that the essential shape, charac-
teristics or function of the original are not af-
fected.

(a) セ イル、 ハ ル、 デ ッ キ、 セ ン タ ー ボ ー ド 、
ラ ダ ー 、 マ スト 、 ブ ー ム 、 艤装品、 取付ネ ジ ・

リ ベ ッ ト 類は 、 クラ スルー ルに 抵触し な い よ

う に 補修や 予防的な メ イン テ ナ ン スを行な っ

て も よ い が 、 製造時の 基本的な 形状、 特性、 機

能を変え て は な らな い 。

(b) In the event of the failure of any �ttings,
or the replacement of �ttings as authorised
by these Rules, the �tting or the replacement
shall be the same type as the original and
shall be placed in a position conforming to
the Measurement Diagrams.

(b)艤装品が 破損し た場合、 ま たは 艤装品の 交
換が クラ スルー ルで 認め られ て い る 場合、 も

と の 艤装品と 同一タ イプの 交換部品に 交換し

て も よ い が 、 そ の 取付位置は 計測図に 適合し

て い な け れ ば な らな い 。

(c) Preventative maintenance shall include
the replacement of fastenings with alter-
natives and the reversing of spars pro-
vided that the �ttings are replaced in accor-
dance with the Measurement Diagrams (tol-
erances shall not be used to alter the position
of �ttings) and that any holes in the top sec-
tion of the mast are permanently sealed with
a rivet or similar to maintain the buoyancy
of the mast.

(c)取付ネ ジ ・ リ ベ ッ ト 類の 交換や スパ ー の 反
転も 予防的な メ イン テ ナ ン スに 含ま れ る が 、 こ

の 場合、 交換部品の 取付位置は 計測図に 適合

し な け れ ば な らず (許容誤差を利用し て 艤装品
の 位置を変え て は な らな い )、 ま た、 ト ッ プマ
スト の 穴は 、 浮力を保つ ため に 、 す べ て リ ベ ッ

ト な ど で 永久的に ふ さ が な け れ ば な らな い 。

(d) Sail panels and luff sleeves shall not be
replaced.

(d) セ イルの パ ネ ルと ラ フ スリ ー ブ を交換し て
は な らな い 。

(e) Except as required to facilitate a major
hull repair, the foam �oatation blocks shall
not be removed or replaced. When required
to be removed to facilitate a major hull re-
pair, the replacement �oatation equipment
shall have an equal volume to that removed,
and shall be of a size that it cannot pass
through a square hole of 220 mm sides.
Foam blocks shall not be replaced with air
�lled cubicontainer bottles.

(e) ハ ルの 大修理に 必要な 場合を除き 、 ハ ル
の 中の 発泡浮力体を取り 除い たり 交換し たり

し て は な らな い 。 ハ ルの 大修理の ため に 発泡

浮力体を取り 除く 必要が あ る 場合に は 、 1辺
220 mm の 正方形の 穴を通過 で き な い 大き さ
の 交換用浮力体を、 取り 除い たの に 等し い 容

積ぶ ん ハ ルに 入れ な け らば な らな い 。 発泡浮

力体を空気入り の 立方体プラ ボ ト ルに 交換し

て は な らな い 。
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PART FOUR
LASER RADIAL RIG AND LASER 4.7
RIG OPTIONS

第4章
レー ザ ー ラ ジ アルリ グお よ び レー ザ ー 4.7 リ
グの 補足規 定

Part 4 of the Laser Class Rules shall be read
in conjunction with the remainder of the
Laser Class Rules. When the Laser Radial or
the Laser 4.7 rigs are used the Rules of Parts
1, 2, 3 and 5 of the Laser Class Rules apply
except where speci�cally amended by Part
4.

レー ザ ー クラ スルー ルの 第4章は 、 クラ スルー
ルの 他の 部分を補足す る 内容で あ る 。 レー ザ ー

ラ ジ アルや レー ザ ー 4.7 リ グを使用す る 場合に
は 、 第 4章で 特に 変更さ れ た部分を除き 、 レー
ザ ー クラ スルー ルの 第 1章、 第 2章、 第 3章、
お よ び 第 5章が 適用さ れ る 。

27. LASER RADIAL 27. レー ザ ー ラ ジ アル

(a) The Laser Radial sail and bottom mast as
supplied by a licensed Builder shall conform
to the measurement diagrams which form
part of these Rules.

(a)正規 ビ ルダ ー か ら供給さ れ る レー ザ ー ラ ジ
アルの セ イルや ボ ト ム マ スト は 、 クラ スルー

ルの 一部で あ る 計測図に 適合し て い る 。

(b) The Laser Radial rig may be used in
any Laser regatta subject to the conditions
in 27(c) and any restrictions in the Notice of
Race and Sailing Instructions.

(b) レー ザ ー ラ ジ アルリ グは 、 クラ スルー ル
27(c) の 条件、 レー スの 公示お よ び 帆走指示書
に 示さ れ た制約に し たが う か ぎ り 、 ど の レー

ザ ー レガッ タ で も 使用で き る 。

(c) The Laser Radial rig may only be used in
District Championships and higher level re-
gattas when prescribed in the Notice of Race
and Sailing Instructions.

(c) デ ィスト リ クト 選手権 (日本で は 全日本選手
権) お よ び そ れ 以上の レベ ルの レガッ タ で は 、
レー スの 公示と 帆走指示書の 両方で 使用が 認

め られ た場合に の み、 レー ザ ー ラ ジ アルリ グ

を使用す る こ と が で き る 。

(d) In a series of races a Laser Radial rig shall
not be changed for a Laser or Laser 4.7 rig. A
series is 2 or more races that count towards
an overall points total.

(d)レー ザ ー ラ ジ アルリ グを、 シ リ ー ズ途中で
レー ザ ー や レー ザ ー 4.7 リ グに 変更し て は な
らな い 。 シ リ ー ズと は 、 総得点に カ ウ ン ト さ

れ る 2本ま たは そ れ 以上の レー スをい う 。
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(e) SAIL REGISTRATION NUMBERS (e) セ イル登録番号

Rules 4(c) and (f) shall be amended to read
as follows:

クラ スルー ル 4(c) お よ び 4(f)を、 次の よ う に
変更す る 。

4(c) For Laser Radial sails with numbers
above 153000 and sails purchased after 1st
June 1993 the sail numbers shall be glued or
sewn on each side of the sail, with the bot-
tom of the numbers on the starboard side
of the sail placed along a line parallel to
and 400 mm (+ or � 12 mm) below the un-
derside of the middle batten pocket. The
bottom of the numbers on the port side of
the sail shall be placed on a line 400 mm
(+ or � 12 mm) below and parallel to the
bottom of the numbers on the starboard side
of the sail. The starboard sail numbers shall
commence 100 mm (+ or � 12 mm) from the
leech and the port side numbers shall �nish
100 mm (+ or � 12 mm) from the leech.

4(c) セ イル登録番号が 153000以降の セ イル、
お よ び 1993年 6月 1日以降に 購入し たレー
ザ ー ラ ジ アルの セ イルの セ イルナ ン バ ー は 、

セ イルの 両面に 接着さ れ る か 縫い つ け られ 、

スタ ー ボ ー ド 側の セ イルナ ン バ ー の 下 端は

ミ ド ルバ テ ン ポ ケッ ト 下 端と 平行に 、 そ の

400 (�12) mm下 に 引い た直線上に な け れ ば な
らな い 。 セ イルの ポ ー ト 側の セ イルナ ン バ ー

の 下 端は 、 スタ ー ボ ー ド 側の セ イルナ ン バ ー

の 下 端と 平行に 、 そ の 400 (�12) mm下 に 引い
た直線上に な け れ ば な らな い 。 スタ ー ボ ー ド 側

の セ イルナ ン バ ー は リ ー チ か ら100 (�12) mm
で 始ま り 、 ポ ー ト 側の セ イルナ ン バ ー は リ ー

チ か ら 100 (�12) mm で 終わ っ て い な け れ ば
な らな い 。

(Refer to sail number application diagram
for procedure for applying numbers.)

(セ イルナ ン バ ー の 取付方法は 、 セ イルナ ン
バ ー 取付位置図を参照の こ と )

4(f) National Letters, if required, shall con-
form to the same type, size, spacing and re-
quirements as sail numbers (refer rule 4(b),
(c), (d) and (e)) and shall be positioned as
follows (also see diagram):

4(f)国籍文字が 要求さ れ る 場合、 そ の 字体、 大
き さ 、 間隔 そ の 他は 、 セ イル番号と 同じ 条件

に 適合し (クラ スルー ル4(b)、 4(c)、 4(d)、 4(e)
を参照)、 か つ 、 次の 位置に な け れ ば な らな い
(図も 参照の こ と )。

The top of the letters on the starboard side
of the sail shall be placed on the bottom
edge of the bottom batten pocket and its ex-
tension (+ 12 mm). The starboard letters
shall commence 100 mm (+ or � 12 mm)
from the leech. The top of the letters on the
port side shall be placed on a line 400 mm
(+ or � 12 mm) below and parallel to the
bottom of the letters on the starboard side of
the sail. The port letters shall �nish 100 mm
(+ or � 12 mm) from the leech. The letters
shall all be the same colour.

セ イルの スタ ー ボ ー ド 側の 国籍文字の 上端は 、

ボ ト ム バ テ ン ポ ケッ ト の 下 端と そ の 延長線上

(+12 mm) に な け れ ば な らな い 。 スタ ー ボ ー
ド 側の 国籍文字は 、 リ ー チ か ら 100 (�12) mm
で 始ま っ て い な け れ ば な らな い 。 セ イルの ポ ー

ト 側の 国籍文字の 上端は 、 スタ ー ボ ー ド 側の

国籍文字の 下 端と 平行に 、 そ の 400 (�12) mm
下 に 引い た直線上に な け れ ば な らな い 。 ポ ー

ト 側の 国籍文字は 、 リ ー チ か ら 100 (�12) mm
で 終わ っ て い な け れ ば な らな い 。 国籍文字は 、

す べ て 同じ 色で な け れ ば な らな い 。
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(f) CLOTHING AND EQUIPMENT (f)衣類と 装備

Rule 6(a) shall be amended to read as fol-
lows:

クラ スルー ル 6(a)を次の よ う に 変更す る 。

6(a) For the purposes of RRS 43.1(b) the
maximum total weight of competitors cloth-
ing and equipment shall be 8 kg.

6(a) RRS43.1(b) に お い て 、 選手の 衣類と 装備
の 最大合計重量を 8 kg と す る 。

28. LASER 4.7 28. レー ザ ー 4.7

(a) The Laser 4.7 sail and bottom mast as
supplied by a licensed Builder shall conform
to the measurement diagrams which form
part of these Rules.

(a)正規 ビ ルダ ー か ら供給さ れ たレー ザ ー 4.7
の セ イルと ボ ト ム マ スト は 、 クラ スルー ルの

一部で あ る 計測図に 適合し て い る 。

(b) The Laser 4.7 rig may be used in any
Laser regatta subject to the conditions in
28(c) and any restrictions in the Notice of
Race and Sailing Instructions.

(b) レー ザ ー 4.7 リ グは 、 クラ スルー ル 28(c)
の 条件、 レー スの 公示お よ び 帆走指示書に 示

さ れ た制約に し たが う か ぎ り 、 ど の レー ザ ー

レガッ タ で も 使用で き る 。

(c) The Laser 4.7 rig may only be used in
District Championships and higher level re-
gattas when prescribed in the Notice of Race
and Sailing Instructions.

(c) デ ィスト リ クト 選手権 (日本で は 全日本選手
権) お よ び そ れ 以上の レベ ルの レガッ タ で は 、
レー スの 公示と 帆走指示書の 両方で 使用が 認

め られ た場合に の み、 レー ザ ー 4.7 リ グを使用
す る こ と が で き る 。

(d) In a series of races a Laser 4.7 rig shall
not be changed for a Laser or Laser Radial
rig. A series is 2 or more races that count
towards an overall points total.

(d)レー ザ ー 4.7 リ グを、 シ リ ー ズ途中で レー
ザ ー や レー ザ ー ラ ジ アルリ グに 変更し て は な

らな い 。 シ リ ー ズと は 、 総得点に カ ウ ン ト さ

れ る 、 2本ま たは そ れ 以上の レー スをい う 。
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(e) SAIL REGISTRATION NUMBERS (e) セ イル登録番号

Rules 4(b) and 4(c) shall be amended to read
as follows:

クラ スルー ル 4(b) お よ び 4(c)を、 次の よ う に
変更す る 。

4(b) On Laser 4.7 sails all numbers shall be
in accordance with the Racing Rules of Sail-
ing and shall be of the following minimum
dimensions:
Height 220 mm.
Width 150 mm excluding No.1.
Thickness 30 mm.
Space between adjoining numbers/letters
and rows minimum 30 mm.
Sail numbers shall be regularly spaced.
Numbers on the starboard side shall be
placed above those on the port side.
Each number shall be one colour only.
The numbers shall be solid and easy to read.

4(b) レー ザ ー 4.7 の セ イルの セ イルナ ン バ ー
は す べ て 、 セ ー リ ン グ競技規 則お よ び 次の 最

小寸法に 適合し て い な け れ ば な らな い 。

高さ 220 mm。
幅 150 mm (数字の 1を除く )。
太さ 30 mm。
セ イルナ ン バ ー と 国籍文字の 左右・ 上下 間隔

最小 30 mm。
セ イルナ ン バ ー の 間隔 は 均等で な け れ ば な ら

な い 。

スタ ー ボ ー ド 側の セ イルナ ン バ ー は 、 ポ ー ト

側よ り 上に な け れ ば な らな い 。

セ イルナ ン バ ー の 各 桁の 数字は 、 そ れ ぞ れ 一

色で な け れ ば な らな い 。

セ イルナ ン バ ー は 、 輪郭 の 内部が 塗り つ ぶ さ

れ たも の で 、 容易に 読め な け れ ば な らな い 。

4(c) For Laser 4.7 sails with numbers above
153000 and sails purchased after 1st June
1993 the sail numbers shall be glued or
sewn on each side of the sail, with the bot-
tom of the starboard numbers placed along
the top edge of the seam below the mid-
dle batten pocket (+12 mm). The port side
numbers shall be placed below and par-
allel to the starboard side numbers. The
starboard side numbers shall commence
100 mm (+ or � 12 mm) from the leech and
the port side numbers shall end 100 mm
(+ or � 12 mm) from the leech.

4(c) セ イル登録番号が 153000以降の セ イル、
お よ び 1993年 6月 1日以降に 購入し たレー
ザ ー 4.7 の セ イルの セ イルナ ン バ ー は 、 セ イル
の 両面に 接着さ れ る か 縫い つ け られ 、 スタ ー

ボ ー ド 側の セ イルナ ン バ ー の 下 端は ミ ド ルバ

テ ン ポ ケッ ト 下 に あ る シ ー ム の 上端 (+12 mm)
に そ っ て い な け れ ば な らな い 。 ポ ー ト 側の セ

イルナ ン バ ー は 、 スタ ー ボ ー ド 側の セ イルナ

ン バ ー と 平行か つ そ の 下 に な け れ ば な らな い 。

スタ ー ボ ー ド 側の セ イルナ ン バ ー は リ ー チ か

ら 100 (�12) mm か ら始ま り 、 ポ ー ト 側の セ
イルナ ン バ ー は リ ー チ か ら 100 (�12) mm で
終わ っ て い な け れ ば な らな い 。

(Refer to sail number application diagram
for procedure for applying numbers.)

(セ イルナ ン バ ー の 取付方法は 、 セ イルナ ン
バ ー 取付位置図を参照の こ と )。
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(f) National letters, if required, shall con-
form to the same type, size, spacing and re-
quirements as Laser 4.7 numbers (refer rule
28(e) 4(b)). They shall be placed below the
numbers on the port side of the sail. They
shall be on the same line on opposite sides
of the sail with the letters on the starboard
side of the sail closer to the luff than those
on the port side or they shall be placed on
opposite sides of the sail in two rows, one
above the other, with the letters on the star-
board side of the sail uppermost. The bot-
tom edge of the letters shall start or �nish
100 mm (+ or � 12 mm) from the leech.

(f)国籍文字が 要求さ れ る 場合、 そ の 字体、 大
き さ 、 間隔 そ の 他は 、 レー ザ ー 4.7 の セ イル番
号と 同じ 条件に 適合し な け れ ば な らな い (ク
ラ スルー ル 28(e)、 4(b)を参照)。 国籍文字は 、
ポ ー ト 側の セ イルナ ン バ ー の 下 に な け れ ば な

らな い 。 国籍文字は 、 スタ ー ボ ー ド 側の 文字

が ポ ー ト 側の 文字よ り も ラ フ 側に く る よ う 同

じ 直線上に 1列に 並べ る か 、 ま たは 、 スタ ー
ボ ー ド 側の 文字が 上に な る よ う セ イルの 両面

で 高さ を変え て 2列に 並べ な け れ ば な らな い 。
国籍文字の 下 端は 、 リ ー チ か ら 100 (�12) mm
で 始ま っ て い る か 、 ま たは 終わ っ て い な け れ

ば な らな い 。

(g) MAST (g) マ スト

Rule 5 shall be amended to read as follows: クラ スルー ル 5を次の よ う に 変更す る 。

5 The Laser 4.7 bottom mast is supplied
with a pre-bend aft of approximately 5 de-
grees. The pre-bend shall not be increased
or decreased. No top mast that has perma-
nent bend in it shall be used at any time.

5 レー ザ ー 4.7 の ボ ト ム マ スト は 、 後方に お よ
そ 5度プリ ベ ン ド し た状態で 供給さ れ る 。 こ
の プリ ベ ン ド を増減さ せ て は な らな い 。 永久

的に 曲が っ たト ッ プマ スト は 、 ど ん な 場合で

も 使用し て は な らな い 。

(h) CLOTHING AND EQUIPMENT (h)衣類と 装備

Rule 6(a) shall be amended to read as fol-
lows:
6(a) In alteration of RRS 43.1(b) the maxi-
mum total weight of competitors’ clothing
and equipment shall be 7 kg.

クラ スルー ル 6(a)を次の よ う に 変更す る 。
6(a) RRS43.1(b)を変更し 、 競技者の 衣類と 装
備の 合計の 最大重量を 7 kg と す る 。
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PART FIVE 第5章

29. AMENDMENTS 29. クラ スルー ルの 改 正

Amendments to these Rules shall be ap-
proved by each of:

クラ スルー ルの 改 正は 次の そ れ ぞ れ か ら承認

を得な け れ ば な らな い 。

(a) the World Council (a)ワー ルド カ ウ ン シ ル (世界 評議員会 )

(b) the Advisory Council (b)アド バ イザ リ ー カ ウ ン シ ル (顧問評議員会 )

(c) at least two thirds of the membership
replying in writing to the International Of-
�ce of the Class in response to a postal bal-
lot published by the International Of�ce of
the Class. Only those postal votes returned
to the International Of�ce within 6 months
from the date of publication of the rule
change shall be valid, and

(c)国際レー ザ ー クラ ス協会 の 事務所が 行な う
郵便投票に 対し て 、 メ ン バ ー か ら書面で 返信

さ れ た投票の う ち 3分の 2以上の 賛成。 ただ
し 、 ルー ル改 正案を公開 し て か ら 6ヵ 月以内に
国際レー ザ ー クラ ス協会 へ返信さ れ た郵便投

票用紙だ け を有効と す る 。

(d) the ISAF. (d) ISAF。
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計測図 (1) (単位mm)
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計測図 (2) (単位mm)
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計測図 (3) (単位mm)
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計測図 (4) (単位mm)
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計測図 (5) (単位mm)
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セ イルナ ン バ ー 取付位置図 (レー ザ ー )

セ イルナ ン バ ー と 国籍文字の 最小寸法は 、 高さ 300 mm、 幅 (数字 1 と 文字 Iを除く ) 200 mm、 太
さ 45 mm。 数字や 文字の 間隔 は 60 mm。

スタ ー ボ ー ド 側の セ イルナ ン バ ー : ミ ド ルバ テ ン ポ ケッ ト を通る シ ー ム の 400 mm 下 に 長さ 1600 mm
の 平行線を引き 、 そ の 基準線に 下 端をそ ろ え る 。

ポ ー ト 側の セ イルナ ン バ ー : スタ ー ボ ー ド 側の 基準線の 400 mm 下 に 長さ 1600 mm の 平行線を引
き 、 そ こ に 下 端をそ ろ え る 。

スタ ー ボ ー ド 側の 国籍文字: ボ ト ム バ テ ン ポ ケッ ト 下 の シ ー ム の 上端を基準線と し て 、 そ こ に 下 端
をそ ろ え る 。

ポ ー ト 側の 国籍文字: スタ ー ボ ー ド 側の 基準線の 400 mm 下 に 長さ 820 mm の 平行線を引き 、 そ こ
に 下 端をそ ろ え る 。
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セ イルナ ン バ ー 取付位置図 (レー ザ ー ラ ジ アル)

セ イルナ ン バ ー と 国籍文字の 最小寸法は 、 高さ 300 mm、 幅 (数字 1 と 文字 Iを除く ) 200 mm、 太
さ 45 mm。 数字や 文字の 間隔 は 60 mm。

スタ ー ボ ー ド 側の セ イルナ ン バ ー : ミ ド ルバ テ ン ポ ケッ ト 下 端の 400 mm 下 に 長さ 1600 mm の 平行
線を引き 、 そ の 基準線に 下 端をそ ろ え る 。

ポ ー ト 側の セ イルナ ン バ ー : スタ ー ボ ー ド 側の 基準線の 400 mm 下 に 長さ 1600 mm の 平行線を引
き 、 そ こ に 下 端をそ ろ え る 。

スタ ー ボ ー ド 側の 国籍文字: ボ ト ム バ テ ン ポ ケッ ト の 下 端か ら文字の 高さ だ け 下 に 長さ 820 mm の
平行線を引き 、 そ の 基準線に 下 端をそ ろ え る (文字の 上端は ボ ト ム バ テ ン ポ ケッ ト の す ぐ 下 に く る )。

ポ ー ト 側の 国籍文字: スタ ー ボ ー ド 側の 基準線の 400 mm 下 に 長さ 820 mm の 平行線を引き 、 そ こ
に 下 端をそ ろ え る 。
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